
平成 25 年の大阪経済 
－回復に向かった大阪経済－ 

 

 商工労働部（大阪産業経済リサーチセンター）は、府内の経済動向について四半期ごとに『おお

さか経済の動き』としてとりまとめています。このたび、平成25年の年間の経済動向を『平成

25年の大阪経済の動き』として発行しました。その概要は以下のとおりです。 

 

25 年の大阪経済は、アベノミクスの下での円安への動きを背景とした株価上昇や景気回復期待から

上向きとなった個人消費にけん引され、持ち直しが鮮明になった。それに続いて、公共投資の増加や、

消費税引き上げを控えた駆け込み需要などにより内需が活性化し、景気の持ち直しが持続した。堅調

な内需に対して、外需は円安による円建て輸出額の増加傾向は続いたが、実質では一進一退の動きと

なった。 

堅調な需要動向を受けて、就業者数は概ね増加基調で推移した。近畿地区における企業の業況判断

も改善基調で推移したが、全国と比べて回復が遅れている。 
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